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授業設計,実施,そしてふり返り実践

























































































































































































































































































































































































































スの 5テーマの一つで，内 3テーマが 2週間（ 2日間）


























































































































































































































ト 2は目標 3とほぼ対応している．目標 4は，レポー



















































































































































































4 ．4 ．2 　二つの支援システムとその使用実践




















































































































































































己評価（-2～ + 2 の五段階），B授業（テーマ）の総合
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付録　2008年度の一学生の加速器応用実験への評価
（コメント）：
授業内容について：
実験の時間配分がはっきりしていたため集中して各課
題に取り組むことができた．加速器の見学では先生方や
TAの先輩方が付いて回ってくれたために自由に質問する
ことができたし，理解を深めることができた．加えて，
実際に加速器を運転できることはとてもよい実習内容だ
と思う．私はたまたま 2回も全体を通して加速器を運転
することができたのだが，これは全員均等に運転する機
会を与えるべきだと思う． 3日とも加速器を動かすのだ
から， 1日目に割り振ってしまうのはどうだろうか．
教授手法：
各課題の間に討論の時間があるのは今までの実験にな
く，課題の間に浮かんだ疑問をすぐに解決する時間とし
てとても有効だと思う．ただ個人的な意見だが，ああいっ
た時間は問題提起の場にすべきで，その場で答えを考え
ようとする時間は無駄ではないか．レポートを書く時に
それらの問題は各個人で考えるのだし，集団で行う実験
の時間に考える時間があっても，討論が長くなって集中
力が途切れてしまうと思う．
テキストの記述評価：　
図や写真が多く，非常にわかりやすい構図になってい
ると思う．加速器の構造や運転の仕方も順序立てて記述
してあって，読んでいて非常にわかりやすい．ただ，レポー
トの記述方法や問は最後にすべてまとめて記述したほう
がよりわかりやすいと思う．
全体の印象：
まず，加速器というのは大規模な企業研究施設にしか
ないと思っていたので，大学内にあると知った時は驚い
た．そしてその加速器を運転でき，間近で見ることや触
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れることができ，加速器のことを知るには最適な実験で
あったと思う．だが今回の実験で学んだことは，世の中で
活用されている技術の基礎の基礎だと思うので，この技
術をどのように応用していくのか興味がわいてきた．今回
の実験とレポートは非常にハードだったが，技術者になる
ための第一歩としてこれを糧にしていきたいと思う．

